
まちとつながる・住民とつながる！
企業・ＮＰＯの地域づくりリポート

の
駅
や
温
泉
の
売
店
で
扱
う
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
開

発
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、「
地
元
の
人
と
積
極
的
に
関
わ
る
」と
い

う
社
風
に
よ
り
、地
元
住
民
や
企
業
を
招
い
て「
地

区
交
流
会
」を
毎
年
開
催
。運
動
場
で
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
や
地
元
高
校
生
の
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、中

学
校
の
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
等
は
毎
年
大
い
に

盛
り
上
が
り
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
。

　
平
成
24
年
に
は
、社
員
の
発
案
で「
酢
料
理
コ
ン
テ

ス
ト
」を
開
催
。校
舎
の
家
庭
科
室
を
会
場
に
、「
家
庭

で
で
き
る
但
馬
の
料
理
酢
を
使
っ
た
ア
イ
デ
ア
料
理
」

の
テ
ー
マ
で
、地
元
の
主
婦
に
よ
る
コ
ン
テ
ス
ト
を

行
っ
た
。参
加
者

が
考
案
し
た
レ

シ
ピ
は
、地
元
レ

ス
ト
ラ
ン
に
提
供

し
て
い
る
。第
2

回
目
に
は
、「
社

長
さ
ん
達
の
酢

料
理
コ
ン
テ
ス

　
日
の
出
通
商
株
式
会
社
食
品
カ
ン
パ
ニ
ー
但
馬

醸
造
所
は
、平
成
20
年
に
養
父
市
大
屋
町
に
お
い

て
、廃
校
と
な
っ
た
旧
西
谷
小
学
校
を
工
場
と
し
て

再
生
し
、地
元
市
民
を
中
心
と
し
た
社
員
と
共
に
、

醸
造
酢
の
生
産
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。廃
校
活
用
で
は

自
治
体
等
が
資
本
投
資
の
主
体
と
な
る
こ
と
が
多

い
中
で
、「
地
域
に
負
担
の
少
な
い
」企
業
に
よ
る
取

り
組
み
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
同
社
で
は
、小
学
校
の
校
舎
と
い
う
特
徴
を
最
大

限
に
活
用
し
て
い
る
。体
育
館
の
薄
暗
い
舞
台
裏
は

醸
造
室
に
、理
科
室
は
研
究
室
に
、職
員
室
は
事
務
所

に
転
用
。ま
た
、酢
の
原
料
と
な
る
米
や
柚
子
は
、地

元
の
農
家
と
連
携
し
て
任
意
の
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、

耕
作
放
棄
地
に
な
っ

た
田
ん
ぼ
を
利
用

し
て
育
て
て
い
る
。

地
域
の
さ
ま
ざ
ま

な
資
源
を
生
か
し

な
が
ら
、地
産
地

消・地
域
貢
献
を
目

指
し
て
、地
元
の
道

企
業
発
！
人
と
資
源
が
つ
な
が
り
合
う
ま
ち
づ
く
り

廃
校
か
ら
生
ま
れ
る
地
域
交
流　
― 

日
の
出
通
商
株
式
会
社 

食
品
カ
ン
パ
ニ
ー 

但
馬
醸
造
所 

―

ト
」と
し
て
、但
馬
地
域
の
企
業
の
男
性
社
長
が
対

決
。食
材
の
買
い
出
し
を
間
違
え
た
り
、味
見
を
し
て

む
せ
返
っ
た
り
と
、ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
な
が
ら
楽
し

く
進
め
ら
れ
た
。そ
の
後
も「
第一回
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
率

い
る
チ
ー
ム 

V
S 

県
立
但
馬
農
業
高
校
女
子
高
生

チ
ー
ム
」の
対
決
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、地
域
で
も
評

判
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
他
に
も
、古
く
か
ら
地
元
の
人
に
愛
さ
れ
て

い
る
養
父
神
社
と
生
姜（
ジ
ン
ジ
ャ
ー
）を
か
け
た

「
養
父
ジ
ン
ジ
ャ
ー
」や
、地
元
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
チ
ー

ム「
美
女
ぉ
〜
ず
？
」と
の
コ
ラ
ボ
商
品
で
あ
る「
美

女
ー
酢（
び
じ
ょ
ー
ず
）」な
ど
、社
員
の
ア
イ
デ
ア
が

光
る
製
品
を
開
発
し
て
い
る
。さ
ら
に
、市
内
の
書

家
に
よ
る
製
品
ラ
ベ
ル
や
、地
元
の
雑
貨
屋
と
コ
ラ

ボ
し
た
ギ
フ
ト
製
品
な
ど
、「
顔
の
見
え
る
関
係
づ

く
り
」を
心
掛
け
な
が
ら
、さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
住

民
や
企
業
等
と
一
緒
に
な
っ
て
、人
や
資
源
が
つ
な

が
り
合
う
ま
ち
づ
く
り
の一
翼
を
担
っ
て
い
る
。
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体育館には大型の貯蔵タンクが並ぶ

但馬牛などの高級食材も飛び出した「社長さん
達の酢料理コンテスト」

議所主催）など子どもを対象とした事業の中で、子ども
と触れ合う活動や募金活動などに参加している。
　生徒にとっては、活動を通じて感謝の言葉を掛けられ
たり、「頑張ってね」と応援してもらえたりすることを素直
に「うれしい」と感じられ、いろいろな世代の人と交流で
きることが醍醐味であるという。また、「ボランティア活
動は特別な人がしている」というイメージから、自分た
ちにもできる
身近な活動だ
と気付く機会
になっている。

　他のボランティア活動に関わってきた人たちから
も、さまざまな年代の担い手が加わることで、活動が
活気づくことを喜んでいる声が聞かれる。
　「この事業は若者に活動の楽しさを感じてもらう一
つのきっかけづくり。この事業で得た経験によって、地
域のために自分にできることをしてもらえるように
なってほしい」と社協の畠さんは話す。
　多様な世代の住民がつながり、支え合うことで、い
つまでも安心して住み続けられる地域づくりに発展す
ることが期待される。

市町社協の取り組んでいるさまざまな活動を紹介します。

活動を
もっと詳しく
知りたい方は

高砂市社会福祉協議会
☎079-443-3720
高砂市社協 検索

あなたのまちの 社 協 ナ ビあなたのまちの 社 協 ナ ビ

若い人もボランティア活動を

多様な世代による地域づくりへ

　高砂市社協では、第5期地域福祉推進計画において「一人ひとりが思いやり 心ふれあう ぬくもりのまち」を基本
理念に掲げ、地域福祉活動を進める担い手を育成する取り組みを行っている。

　社協では、地域福祉活動を進める人材の育成として、
団塊の世代や退職したばかりの住民等を対象とした
「熟年ボランティア入門教室」を開催しているが、活動の
担い手を若い世代にも広げてはどうかと、「高校生ボラ
ンティア‘TKV’（Takasago Koukousei Volunteer）
育成事業」を平成25年度に立ち上げた。
　最初に取り組んだのは学校訪問。「ボランティア活
動をのぞいてみませんか？」という呼び掛けで、市内に
ある4つの高校に働きかけることから活動を始めた。
ボランティア部を設置したり生徒会でボランティア活
動をしている高校もあったため、それぞれの高校が独
自の方法で校内に参加者の募集を行った。
　そうして集まったのは高校3年生を中心とした20人
弱の若者たち。活動期間は1年間で、年間を通じてボ
ランティア活動に取り組むことになった。
　月1回の集まりでは、学習を進めるとともに、取り組
みたい活動の検討を行った。さらに、毎年社協が実施し
ている「みんなの社協フェア」での福祉啓発コーナーの
企画や当日運
営、「わんぱく相
撲高砂場所」
（高砂市青年会

多様な世代による地域づくりを目指して
～高校生ボランティア育成事業の取り組み～

　高校生が、この事業をきっかけに
ボランティア活動への第一歩を踏み
出しました。この一歩が、これからも
広がり、一人でも多くの住民が地域
づくりに関わることができたらいいな
と感じました。

　本会においてもボランティア活動センターを設置し、さまざまな育
成・支援事業を行っていますが、最近になってボランティアも高齢化が
進み、担い手が減少しています。この現状を踏まえたとき、市内の高校
生が東日本大震災のボランティア活動を行っていたことを知り、「災害
ボランティアだけでなくさまざまな分野で活動を」との思いから、
「TKV」の育成に取り組みました。学業の傍らで苦労もあるようです
が、楽しみながらボランティア活動を行っています。卒業生も「OB会」
をつくって今後も活動を行うということで、末永く支援を続けていきた
いと考えています。

取 材 を 終 え て 理 事 長 か ら 高砂市社会福祉協議会　理事長　植原 敏行

おそろいのユニ
フォームでやる
気アップ！

TKVは今年度の
社協フェアでも
大活躍！
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